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まず、皆さんがBLSPに参加したきっかけを教えて

ください。

新入生のガイダンスでBLSPを知りました。中邑ゼミを

選んだ理由は英語をしっかり学べると聞いていたから

です。実は英語は苦手だったのですが、厳しい環境で

ないと力がつかないと思って志望しました。

私は高校生の時に関西大学のオープンキャンパスで

BLSPを知り、海外に留学できる点に魅力を感じて関西

大学を受験しました。ゼミはBLSPに所属している５つ

に絞り、２年生の時に英語に定評がある中邑ゼミに所

属を決めました。

私も高校生の時に、関西大学のパンフレットでBLSPを

知りました。内容を詳しく知ったのは荒木ゼミに入った

後でしたが、高校では理系だったので、文理融合プロ

ジェクトにとても惹かれました。

私も、高校の時にパンフレットを見たことがきっ

かけです。私はゼミありきでBLSPを志望したので

すが、ゼミは一番頑張れそうだと感じた西岡ゼミ

を希望しました。

BLSP自体は知っていましたが、詳しく調べたのは西

岡ゼミに入ってからです。BLSPは英語が大変そう

だと思いましたが、挑戦すれば自分が成長できると

感じたので参加を決めました。  
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BLSPに参加する前と後で、学びの方法について変わっ

たことはありますか。

高校ではテストで得点するための知識を覚えるという

感じでしたが、BLSPでは企業の課題研究や意見をまと

めるなど、実践的な知識をつけているという実感があ

ります。与えられた知識を覚えるのではなく、「どんな

情報が必要か」というところから自分たちで考えるのは

BLSPならではだと思います。

BLSPでは答えがないものに対してどうアプローチする

かを、チームで考えなければいけません。それが高校

や大学１、２年生までの勉強法とBLSPで大きく違う点

だと感じます。

確かにBLSPでは、必要な情報やデータを自ら取りに行

くという積極的な姿勢が求められます。そこに難しさ

や試行錯誤はつきものですが、自ら学ぶ楽しさを実感

できるのが素晴らしいですよね。

大学１、２年生の時はチームでの活動はほぼ意識し

ませんでしたが、BLSPでは同じ目標をもった人たち

と勉強することで良い刺激を受けたり、さらに上を目

指したりして、仲間と共に向上できます。それもBLSP

の良い点です。

BLSPに入る前は、勉強はすなわちインプットすることで

した。BLSPでインプットした知識をどう実践するかを学
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び、ビジネス的な思考が身につきました。さらに社会課

題について考える時間が増え、例えばある技術につい

てどんな社会課題の解決に役立つのだろうと考える時

などは、自分の視野が大きく広がったと実感します。

続いて、BLSPで最も印象的だったことを教えてください。

BLSPとは少し違うのですが、２年生の時に参加した

「AjiCon」（堺市の複数の食品会社とコラボレーション

するプロジェクト）で、課題解決に向けターゲット選定

やニーズを考えつつ、理系の技術も取り入れるという

方法がとても面白くて、すごく印象的でした。

最も印象的だったのは、BLSPの活動の海外ワーク

ショップでシンガポールに行ったことです。現地企業

の課題について解決方法を考えるという取り組みで、

私の班はグローバル決済の代行サービスをしている

企業を担当しました。その企業が利益を上げる仕組み

や、サービスが流行る理由など調べるうちに、知らな

かった分野の知識とグローバルな視点を得ることがで

きて、すごく勉強になりました。

海外ワークショップでコンピューター関連企業の課題

解決に取り組んだことです。扱った課題がデジタル

ディスラプションという難しいものだったのですが、英

語を母語にしている方たちに対して、英語でプレゼン

テーションできたことがすごく印象に残っています。
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この経験を通し、プレゼンテーションに自信を持てるよ

うになりました。

私も海外ワークショップが最も印象に残っています。

私の班は最先端のソーシャルネットワーキング企業の

顧客増加という課題に取り組んだのですが、現地企業

の経営方針に触れることはかなり刺激になりました。

また対策を英語で発表して通じた時はとても嬉しくて、

やりがいにもつながりました。

BLSPに参加した目的はシンガポールでの海外ワーク

ショップだったのですが、とても良かったです。最後に

体育館で大勢の人を前にプレゼンテーションできた

のは、本当に良い経験でした。

BLSPで大変だったことや苦労したことはありますか。

授業の課題が多く、求められるレベルも高いことです。

例えば私はパソコンを使ったデータ分析が苦手なの

ですが、絶対にやらなくてはいけません（笑）。もちろん

プレゼンテーションも大変です。逆に言えば、それだけ

力がつくということになりますけれど。

答えが用意されていない問題に取り組むことです。ゼ

ミの課題について皆でいろんな方法を吟味するので

すが、結構な時間を使ったにも関わらず結論が出ない

時は辛いですね。でもその辛さはやりがいにつながる

ので、悪いこととは思いません。

辛かったことは２つあります。１つめは文理融合プロ

ジェクトを進める上で理系の技術を理解できず、アイ

デアがなかなか浮かばなかったこと。理系の技術を社

会的にとらえ、市場的意味を考えるのはすごく難しい

です。２つめは英語の授業についていくのが大変だっ

たこと。でもBLSPに参加する前より英語に興味を持て

るようになり、成績も上がりました。

２年生の時のプレゼミでBLSPと似たプログラムをやっ

たのですが、私がいた班はあまり結果が良くなかった

んです。私はリーダーだったのですごく辛かったので

すが、チームメンバーと協力し合ってその辛さを乗り越

えました。その経験が現在のゼミ活動に生きています。

スケジュール管理が最も大変でした。私は春学期にビ

ジネスコンテストに参加し、食品の製造企業とコラボ

レーションしてビジネスプランを考えたのですが、自
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分たちでゴールを設定してスケジュールを決め、モチ

ベーションを保ちつつ管理していくことが難しかった

です。対策として大ゴールを決めつつ、それを達成す

るためのステップとしてやるべきことを１日単位まで

小分けにし、チームメンバーで共有しました。

BLSPに参加して得たことや良かったことを教えて

ください。

良かったのは論理的に考える能力がついたことです。

参加する前は物事を「何となく」決めがちでしたが、ゼ

ミでは「なぜそう考えたか」を問われるので、常に論理

的思考を意識するようになりました。

私もチームメンバーとのディスカッションを通して、論

理的に考えられるようになりました。またチームリー

ダーを務めるチャンス、さらに企業や社会と関われる

チャンスなどを得られるのもBLSPの良い点です。その

チャンスを生かし様々な経験をする中で、論理的思考

力やリーダーシップなどが養われていきます。

何かを提案する時には根拠が必須だと学びました。根

拠なしに自分たちの提案したものの良さを伝えるのは

ほぼ不可能ですから、企業に対して「私たちが提案し

たプランは実現性が高いです、その根拠はこれです」
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と言えなければなりません。

得たものは英語を話す環境です。英語への苦手意識

に苦しんでいた私に、BLSPは海外ワークショップをは

じめ英語を聞く・話す機会をたくさん与えてくれまし

た。さらに英語の効果的な勉強法をゼミで学んでいる

ことも今後に生きてくると思います。

自分の意見を伝え、発表する力が以前より身につきま

した。BLSPでは自分の考えを伝える経験が数多くでき

たので、すごく良かったと思います。

BLSPに参加する前と比べて、今の自分をどう思いますか。

入学した当初はもっと力をつけたい、周りに認められ

たいという思いが強かったのですが、思いと行動を一

致させられずモヤモヤしていました。その頃と西岡ゼ

ミで様々な体験をした現在を比べると、少しは成長し

たかなと思います。例えば自分がやりたいこと、やるべ

きことに向き合い、実際に行動に移せている点は以前

より進歩していると思います。

プレゼミに入る前は、自分の意見を言うことやプレゼ

ンテーションに対してすごく苦手意識がありました。で

も現在は人前で自分の意見を伝えられるようになり、

成長したと思います。 

私も人前で話すことが得意ではなかったのですが、

BLSPでたくさん発表する経験をして、自信を持って自
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分の意見を伝えることができるようになりました。BLSP

はそんな機会が多い上に先生方から丁寧にアドバイ

スをしていただけるので、自己表現やプレゼンテー

ション上達には理想的な環境です。

失敗を恐れなくなりました。昔は発音や文法が正しい

かどうかが気になってなかなか英語が話せなかった

のですが、BLSPに入ったことをきっかけにスピーキン

グにもどんどんチャレンジするようになれたので、そこ

が一番変わった点ですね。

何事に対しても「まずやってみよう」と思えるようになり

ました。ゼミに入った直後は物事に取り組む前にしり

込みしてしまったり、忙しくなると「大丈夫かな」と心配

したりしていたのですが、何でも挑戦していくうちに自

分のキャパシティが広がっていったんです。この経験

を通して、心配するよりやってみることが大切だという

ことに気づかされました。

後輩へのメッセージをお願いします。

BLSPは海外ワークショップなどとても良い経験ができ

るので、興味がある人はぜひ参加してほしいと思いま

す。また中邑ゼミは英語のレベルが高いのですが、先

生はとても親切で多くの情報を教えてくださるので、英

語は苦手だけれどこれから頑張りたいという人にもお

勧めです。

高校生に向けてメッセージを送ります。私はすごく受

験に苦労したのですが、私と同じことで悩んでいる受

験生の方には「合格したらやってみたいこと」を思い浮

かべて、もっとワクワクしてほしいです。そういう意味

でBLSPはお勧めで、プログラムは楽しいし、しんどい面

もありますが成長する良い機会になります。そういうこ

とをイメージしながら、勉強を頑張ってみてください。

BLSPに参加して後悔することはあり得ないと思うの

で、少しでも興味があったらぜひチャレンジしてみてく

ださい。英語やプレゼンテーションが苦手というネガ

ティブな理由で避ける人もいるでしょうけれど、気にせ

ずどんどん挑戦してほしいと思います。

西岡ゼミは自主性を尊重してもらえて、自分から望めば

いろいろな挑戦ができる場です。これから関西大学商

学部に入ってくる人はゼミで様々なことにチャレンジ
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し、自分の新たな一面を見つけてほしいと思います。

勉強に楽しみを見出したいと思っている人こそ、BLSP

に入ってほしいです。BLSPは海外ワークショップのよう

なイベントやクオリティの高い授業を通して、積極的

に行動できる環境を与えられるので、少しでも成長し

たいと思っている人にはぴったりです。

今後、目指すリーダー像を教えてください。

プロジェクトでチームの士気が下がり、ぜんぜん物事

が進まなかった経験から、雰囲気づくりの大切さを痛

感しました。チームの意識が上がると進み具合が本当

に違います。強引に周りを引っ張っていくより、皆の意

見を聞いて雰囲気を作りつつ、少しだけ先に立って進

んでいけるリーダーになりたいです。

私は中高大のクラブ活動、さらにゼミでもリーダー経

験があるのですが、BLSPに入ってからは改めて意見の

伝え方を見直すようになりました。今後もしリーダーを

やることが増えるのであれば、どう伝えたら皆がわかっ

てくれるのかを考えて行動したいです。

チームメンバー1人ひとりに積極的に関わっていくこと

で、それぞれの考え方をうまく融合し、隔たりのない環

境を作っていけるリーダーになりたいです。

ゼミでの経験を通して、リーダーは信念やビジョンを

持つべきだと感じました。さらにチームのモチベー

ションを高く保ち、人の意見をうまく汲み上げるコミュ

ニケーションスキルを身につけたいです。その２つを

兼ね備えたリーダーになっていきたいですね。

BLSPに入る前は少しひねくれているというか、人の意

見に対して否定から入ったりするタイプだったんで

す。でもリーダーとして行動する中で、メンバーのモチ

ベーションを上げていくことの重要性に気づきました。

この経験を生かして、今後はどんな意見でもまず受け

止め、メンバーのモチベーションを高い状態でキープ

できるリーダーになりたいと思います。

皆さん、BLSPを通して英語力やビジネスの知識はもち

ろん、自己表現のスキルやリーダーシップなどもしっか

り身につけ、大きく成長していることがうかがえる有意

義な座談会でした。これからも頑張ってください。本日

はありがとうございました。

英語に強いビジネスリーダーを目指すBLSP 

実践力×英語力で可能性が広がる！
西岡 健一（にしおか けんいち）先生
商学部商学科 　BLSPプロジェクト担当 

中村 栞（なかむら しおり）さん 原田 恵汰（はらだ けいた）さん 佐々木 綾香（ささき あやか）さん 西田 乃音花（にしだ のどか）さん 山本 春太朗（やまもと しゅんたろう）さん

司会進行

BLSP

BLSPを志望したきっかけ 

座談会

評価の高い「海外ワークショップ」

BLSPで学びのスタイルが変わった！

チャレンジして得られた大切なもの

後輩に伝えたいBLSPの魅力

これから目指すリーダー像

プログラムを通して成長を実感

苦しさや辛さの先に喜びがある！

「ビジネスリーダー特別プログラム（Business Leader Special Program）」は、グローバルに活躍するプロアク
ティブ・リーダーの育成を目標とした関西大学商学部独自のプログラム。英語ワークショップやデータ収集・
分析を行う「プロジェクト」、そして「ビジネス英語」のダブル・ゼミによるきめ細やかな指導が特徴です。 
西岡健一先生の司会で、BLSPを履修する中村栞さん、原田恵汰さん（共に中邑ゼミ）、佐々木綾香さん（荒木
ゼミ）、西田乃音花さん、山本春太朗さん（共に西岡ゼミ）にお集まりいただき、BLSPでの取り組みや学びに
ついて語っていただきました。 
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けいた あやか

※2020年1月に取材した内容を掲載しています。


